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ご参考資料

システム機能

1. 管理ボックスの施錠管理

2. 個体（薬品瓶）の所在・位置情報の把握

3. 個体の出し入れ管理と履歴の記録

電気錠による施錠管理

管理ＰＣ

ICタグ社員証による利用者履歴管理

LAN

予め使用予定として登録した薬品を、
LEDで点滅して所在を、誘導します。
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利用者と利用履歴を管理

薬剤使用予約
Ａ

ビン底や蓋にIC

タグが装着して

あります。

各棚のビンの保管位置下にRFIDリーダが組付け

てあり、ビンの出し入れをリアルタイムで検知します。

LAN

Hub

認証用RFIDリーダ装置

取り扱いの注意が必要となる劇薬・重要品をRFID内蔵のキャビネや金庫に取り付けて、

出し入れの履歴を管理します。また、PC側システムと連動することで、

トレーサビリティが確保できます。権限の無い方の出し入れを防止することができます。

セキュリティ 医療・研究現場における劇薬・重要品の管理

認証
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